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東広島市

新体制スタート！
新議員が決まりました
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【監査委員】
（議会選出）

加
か
藤
とう
　祥
しょう
一
いち

（創生会）

昭和27年11月５日生まれ
西条町御薗宇3339
当選回数　２回
【ひと言】みなさんの声を
聞き実行いたします。

【副議長】

重
しげ

光
みつ

　秋
とき

治
じ

（政友会）

昭和26年11月20日生まれ
八本松町正力1382-2
当選回数　３回
【ひと言】誠意と実行力で
あなたにお応えします！

【議　長】

乗
のり

越
こし

　耕
こう

司
じ

（清新の会）

昭和30年５月25日生まれ
河内町入野2139-18
当選回数　５回
【ひと言】１人ひとりが輝
く東広島の実現。

新しい議会構成が決まりました。
　４月21日の東広島市議会議員選挙により、新議員が決まりました。

（任期は、令和５年４月26日まで）
（議会構成等は令和元年５月15日現在のものです）

議長あいさつ
　このたび、５月の臨時会におきまして、議員各位の推挙を賜り、議長職を拝命するこ
ととなりました。身に余る光栄であると同時に、その職責の重さに身の引き締まる思い
であります。
　市民の皆様の声を市政に反映できるよう、開かれた議会、活力ある議会へとさらなる
変革に努めるとともに、公正かつ円滑な議会運営に取り組んでまいります。
　市民の皆様方のなお一層のご支援、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
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昭和33年10月９日生まれ
西条町寺家4845-1-603
当選回数　３回
【ひと言】本市の新しい価値
観の創造を目指します。

奥お
く
谷や　

求も
と
む

（
創
志
会
）

委
員
長

昭和37年１月11日生まれ
高屋町小谷3248-251
当選回数　１回
【ひと言】住みたい働きやす
いまちづくりを目指します。

景か
げ
山や

ま　

浩ひ
ろ
し

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

副
委
員
長

昭和62年7月19日生まれ
西条西本町23-25-303
当選回数　１回
【ひと言】やるべき事を、１
つ１つやっていきます！

鈴す
ず
木き　

英え
い
士じ

（
令
和
会
）

昭和35年２月28日生まれ
安芸津町三津4654
当選回数　４回
【ひと言】市民の暮らしが第
一！

宮み
や
川か

わ　

誠や
す
子こ

（
真
政
倶
楽
部
）

昭和28年８月21日生まれ
黒瀬切田が丘２丁目10-5
当選回数　５回
【ひと言】強固な「地域づく
り」をめざします！

竹た
け
川が

わ　

秀ひ
で

明あ
き

（
公
明
党
）

昭和20年１月２日生まれ
黒瀬町宗近柳国288-2
当選回数　５回
【ひと言】皆さんの声を市政
に反映させる為頑張ります。

池い
け
田だ　

隆た
か

興お
き

（
清
新
の
会
）

昭和38年６月25日生まれ
高屋町溝口676
当選回数　５回
【ひと言】議会が必要だと思
われる議員を目指します。

山や
ま
下し

た　

守ま
も
る

（
政
友
会
）

昭和34年６月１日生まれ
高屋町高屋東1916-16
当選回数　５回
【ひと言】共に歩み、共に創
る、声をかけてください。

鈴す
ず
木き　

利と
し

宏ひ
ろ

（
創
生
会
）

昭和28年12月10日生まれ
黒瀬町乃美尾744-1
当選回数　２回
【ひと言】地域の思いをかた
ちにするため頑張ります。

北き
た
林ば

や
し

　

光み
つ

昭あ
き

（
清
新
の
会
）

委
員
長

昭和40年２月16日生まれ
志和町別府804-32
当選回数　１回
【ひと言】芸術文化の力で笑
顔と元気と希望を届けます。

坂さ
か
元も

と　

百ゆ

合り

子こ

（
公
明
党
）

副
委
員
長

昭和38年７月14日生まれ
高屋高美が丘７丁目19-9
当選回数　１回
【ひと言】身近な相談役とし
て気軽にお声かけください。

牛う
し
尾お　

容よ
う
子こ

（
令
和
会
）

昭和41年12月１日生まれ
安芸津町風早1256
当選回数　２回
【ひと言】地域の為、一所懸
命がんばります。

岩い
わ
崎さ

き　

和か
ず

仁ひ
と

（
創
生
会
）

総
務
委
員
会（
8
人
）

文
教
厚
生
委
員
会（
7
人
）
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昭和30年６月26日生まれ
八本松南一丁目13-21-9
当選回数　２回
【ひと言】皆様の声を市政に
届けます。

大だ
い
道ど

う　

博ひ
ろ
夫お

（
創
志
会
）

昭和34年４月17日生まれ
志和町志和堀1281-1
当選回数　４回
【ひと言】市民の福祉の増進
の為に働きます。

谷た
に　

晴は
る
美み

（
日
本
共
産
党
）

昭和25年６月30日生まれ
西条町田口1505
当選回数　５回
【ひと言】利他の心で何事に
も取り組みます。

石い
し
原は

ら　

賢け
ん
治じ

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

昭和30年２月10日生まれ
西条町下三永827
当選回数　２回
【ひと言】こころ豊かな街づ
くりを目指しがんばります。

玉た
ま
川が

わ　

雅ま
さ

彦ひ
こ

（
創
志
会
）

委
員
長

昭和38年１月16日生まれ
西条町寺家4280-12
当選回数　２回
【ひと言】皆様の声をしっか
りと届けていきます。

中な
か
川が

わ　

修お
さ
む

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

副
委
員
長

昭和49年10月８日生まれ
西条町田口295-14
当選回数　１回
【ひと言】東広島を希望の街
へ！若さと行動力実行力で。

片か
た
山や

ま　

貴た
か
志し

（
創
生
会
）

昭和25年10月18日生まれ
高屋高美が丘四丁目7-1
当選回数　２回
【ひと言】ハコモノ建設より
市民優先の市政を！

重し
げ
森も

り　

佳か

代よ

子こ

（
清
新
の
会
）

昭和34年２月28日生まれ
高屋町宮領148-3
当選回数　３回
【ひと言】方向性を持つ継続
的な努力のみが実を結ぶ。

大お
お
谷た

に　

忠た
だ

幸ゆ
き

（
街
お
こ
し
を
め
ざ
す
会
）

昭和35年９月19日生まれ
高屋町大畠549-98
当選回数　４回
【ひと言】現場第一主義に徹
して全力で働きます。

加か

根ね　

佳よ
し
基き

（
公
明
党
）

昭和27年３月28日生まれ
志和町志和堀3535-3
当選回数　５回
【ひと言】早いもので５期目、
初心に帰り頑張ります。

牧ま
き
尾お　

良り
ょ
う二じ

（
政
友
会
）

昭和34年１月22日生まれ
西条岡町5-22
当選回数　２回
【ひと言】安心安全で活力あ
る街づくりに貢献します。

坪つ
ぼ
井い　

浩こ
う

一い
ち

（
創
生
会
）

委
員
長

昭和34年３月11日生まれ
西条町吉行1429-2
当選回数　２回
【ひと言】光り輝く元気な東
広島市を目指します。

岡お
か
田だ　

育い
く

三そ
う

（
創
志
会
）

副
委
員
長

市
民
経
済
委
員
会（
7
人
）

建
設
委
員
会（
7
人
）
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その他の委員会等の構成も決定

昭和30年９月10日生まれ
八本松町原10582-1
当選回数　１回
【ひと言】広く市民の声を聴
き、市政へ届けます。

田た

坂さ
か　

武た
け

文ふ
み

（
令
和
会
）

昭和34年４月30日生まれ
西条町寺家4951-1
当選回数　２回
【ひと言】地域の声を市政に
届け形にしてお返しします。

貞さ
だ
岩い

わ　

敬た
か
し

（
清
新
の
会
）

昭和27年11月５日生まれ
西条町御薗宇3339
当選回数　２回
【ひと言】みなさんの声を聞
き実行いたします。

加か

藤と
う　

祥
し
ょ
う

一い
ち

（
創
生
会
）

昭和26年11月20日生まれ
八本松町正力1382-2
当選回数　３回
【ひと言】誠意と実行力であ
なたにお応えします！

重し
げ
光み

つ　

秋と
き
治じ

（
政
友
会
）

昭和20年12月30日生まれ
高屋町造賀3619-1
当選回数　６回
【ひと言】皆様のための行動
が使命です。

上う
え
田だ　

廣ひ
ろ
し

（
広
友
会
）

政
策
研
究
会（
8
人
）

広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
議
会（
7
人
）

議
会
運
営
委
員
会（
8
人
）

広
報
広
聴
委
員
会（
10
人
）

　

議
会
運
営
・
会
議
規
則
・
委
員

会
条
例
等
に
関
す
る
事
項
と
議
長

の
諮
問
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し

ま
す
。

委 

員 

長　

石
原　

賢
治

副
委
員
長　

鈴
木　

利
宏

委
員

　

田
坂　

武
文　
　

北
林　

光
昭

　

重
森
佳
代
子　
　

奥
谷　
　

求

　

竹
川　

秀
明　
　

牧
尾　

良
二

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
編
集
な
ど
、
議
会
の
広

報
・
広
聴
に
関
す
る
こ
と
を
協
議

し
ま
す
。

委 

員 

長　

牛
尾　

容
子

副
委
員
長　

加
根　

佳
基

委
員　

　

片
山　

貴
志　
　

景
山　
　

浩

　

岩
崎　

和
仁　
　

貞
岩　
　

敬

　

玉
川　

雅
彦　
　

大
谷　

忠
幸

　

重
光　

秋
治　
　

池
田　

隆
興

　

市
政
に
関
す
る
重
要
な
政
策
及

び
課
題
に
対
し
て
、
議
員
が
相
互

に
認
識
を
深
め
、
合
意
形
成
を
図

り
、
政
策
立
案
等
を
推
進
し
ま
す
。

委 

員 

長　

大
道　

博
夫

副
委
員
長　

片
山　

貴
志

委
員　

　

鈴
木　

英
士　
　

中
川　
　

修

　

重
森
佳
代
子　
　

加
根　

佳
基

　

山
下　
　

守　
　

鈴
木　

利
宏

　

東
広
島
市
・
竹
原
市
・
大
崎
上

島
町
で
組
織
し
、
ご
み
・
し
尿
処

理
事
務
を
共
同
処
理
す
る
一
部
事

務
組
合
の
議
員
で
す
。

議
員

　

田
坂　

武
文　
　

中
川　
　

修

　

岡
田　

育
三　
　

北
林　

光
昭

　

加
藤　

祥
一　
　

竹
川　

秀
明

　

牧
尾　

良
二
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代 表 質 問

質問した項目
■ 就任1年を振り返り新年度の方
針を聞く

■平成31年度主要事業について
■ 市民協働第三次アクションプラ
ンについて

威信会
高
た か

橋
は し

　典
の り

弘
ひ ろ

新
市
長
就
任
後
の

一
年
を
振
り
返
っ
て

質　

問

　

①
自
治
体
経
営
者
と
な
り
、
東

広
島
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
潜
在
的

な
能
力
や
長
所
、
欠
点
な
ど
見
え

て
き
た
と
思
う
が
、
率
直
な
感
想

を
伺
う
。
②
平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
の
た
め
に
、
災
害
復
旧
に
多

く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
シ
フ

ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ

た
が
、
1
年
を
振
り
返
り
、
ま
ち

し
た
事
業
は
、
災
害
に
よ
る
影
響

を
受
け
た
も
の
を
除
き
、
お
お
む

ね
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

定
住
移
住
対
策
の

強
化
に
つ
い
て

質　

問

　

定
住
移
住
対
策
は
、
地
方
創
生

事
業
の
柱
で
あ
る
。「
学
ぶ
・
遊

ぶ
・
働
く
・
住
む
」
の
選
択
肢
を

増
や
し
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
事
業
展
開
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

定
住
移
住
の
促
進
は
、
必
要
な

機
能
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
等

の
サ
ー
ビ
ス
で
補
う
一
方
で
、
自

然
環
境
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

で
訴
求
し
て
い
く
。
各
地
域
に
備

わ
っ
た
機
能
を
、
道
路
網
や
公
共

交
通
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
、
効
率
的
に
活
用
し
、
よ
り
広

い
視
点
に
立
っ
て
、
地
域
に
お
け

る
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
検
討

づ
く
り
事
業
の
進
捗
と
未
進
捗
分

の
対
応
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

①
本
市
は
想
像
以
上
に
豊
か
な

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
都
市
機
能
を
高
め
る
た
め

に
必
要
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
維
持
、
充
実
な
ど
、
克
服
す

べ
き
構
造
的
な
課
題
も
見
え
て
き

た
。
②
災
害
に
よ
る
ピ
ン
チ
を
成

長
へ
の
チ
ャ
ン
ス
へ
と
変
え
て
い

く
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
、
予
算
化

す
る
。
定
住
さ
れ
る
方
や
移
住
し

て
こ
ら
れ
る
方
に
と
っ
て
は
、
日

常
生
活
に
お
け
る
不
安
の
解
消
と

と
も
に
、
地
域
へ
の
定
着
に
つ
な

が
る
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
が
重

要
で
あ
り
、
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
の
中

で
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

新
年
度
に
向
け
た

　
　
　
　

事
業
推
進
は
？

地
域
別
活
性
化
計
画

に
つ
い
て

質　

問

　

都
市
機
能
の
更
な
る
進
化
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
な
が
ら
、

周
辺
地
域
の
活
性
化
と
生
活
補
完

が
で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
各
地
域
の
特

会派所属議員
高橋　典弘
宮川　誠子
牧尾　良二

重光　秋治
杉原　邦男

※平成31年４月現在
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啓
発
に
努
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を

含
め
た
多
様
な
働
き
方
を
提
案
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
③
新

た
に
設
置
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
拠
点
に
お
い
て
、
創
業
機
運

の
醸
成
や
支
援
体
制
の
構
築
に
よ

り
、
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
、
市
内
産
業
の
活
性
化
に

向
け
推
進
す
る
。

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
早
期
に
ま

ち
づ
く
り
を
誘
導
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
地
域
別
の
計
画

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

東
広
島
市
立
地
適
正
化
計
画
の

中
で
、
各
町
に
お
け
る
地
域
拠
点

に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
の
日
常

生
活
を
支
え
る
生
活
利
便
施
設
や

交
流
施
設
の
集
積
を
進
め
、
市
中

心
部
の
都
市
拠
点
に
お
い
て
、
全

市
の
発
展
を
牽
引
す
る
高
度
な
都

市
機
能
の
集
積
を
目
指
し
て
い
る
。

地
域
拠
点
と
都
市
拠
点
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
強
化
し
、
機

能
分
担
、
相
互
補
完
を
図
る
こ
と

で
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
拠
点

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。
地
域
の

現
状
や
課
題
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
思
い
な
ど
を
受
け
止
め
て
、

行
政
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
の
知
恵
や
力
を
合
わ
せ
、
地

域
別
構
想
を
定
め
て
い
く
。

の
ス
ピ
ー
ド
化
を
模
索
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

全
て
の
業
務
に
お
い
て
、
積
極

的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
利
活
用

を
検
討
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
地
域

住
民
間
の
情
報
共
有
や
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
、
医
療
・
教
育
分
野

等
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
お
い
て
、

住
民
へ
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
最
小

の
コ
ス
ト
で
提
供
で
き
る
よ
う
推

進
す
る
。

第
四
次
産
業
革
命
の

戦
略
に
つ
い
て

質　

問

　

第
四
次
産
業
革
命
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
革
命
で
あ
る
。

巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
が

現
れ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
①
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
、
②
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
事
業
、
③
起
業
家
の

育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

①
企
業
の
活
動
拠
点
整
備
に
対

す
る
支
援
と
、
新
た
に
設
置
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
拠
点
で
取

り
組
み
を
行
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
開
発
型
企
業
の
誘
致
や
事
業
創

出
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
市
内
中

心
地
の
み
な
ら
ず
周
辺
部
の
廃
校

等
の
公
共
施
設
の
利
活
用
を
含
め

た
企
業
活
動
の
新
た
な
展
開
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
。
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
導
入
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
モ

デ
ル
を
つ
く
り
、
企
業
へ
の
普
及

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
更
な

る
利
活
用
に
つ
い
て

質　

問

　

情
報
通
信
社
会
の
ス
ピ
ー
ド
に

対
応
し
、
全
て
の
業
務
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
利
活
用
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
じ
検
証
し
、
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
や
働
き
方
改
革
、
業
務

地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金

の
見
直
し
に
つ
い
て

質　

問

徳島県神山町にあるサテライトオフィス
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市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
第
3

期
行
動
計
画
で
推
進
交
付
金
の
見

直
し
を
す
る
と
あ
る
が
、
選
択
事

業
を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、
小

規
模
な
自
治
協
議
会
が
、
地
域
の

活
性
化
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
よ
う
、
ま
た
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
精
神
が
後
退
し
な
い
よ
う

な
推
進
交
付
金
本
体
の
見
直
し
を

す
べ
き
は
な
い
か
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

地
域
選
択
項
目
事
業
が
現
在
5

項
目
あ
る
が
、
平
成
31
年
度
か
ら

新
た
に
5
項
目
を
追
加
し
、
地
域

が
自
発
的
か
つ
自
主
的
に
活
用
い

た
だ
け
る
交
付
金
と
な
る
よ
う
充

実
を
図
る
。
ま
た
、
住
民
自
治
協

議
会
の
活
動
支
援
と
し
て
、
新
た

に
協
働
支
援
員
を
配
置
す
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
検
証
を

行
い
な
が
ら
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
も
の
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

質　

問

質　

問

　

新
年
度
以
降
に
策
定
さ
れ
る
教

育
関
係
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

現
在
、「
第
2
期
東
広
島
市
教

育
振
興
基
本
計
画
」
及
び
「
第
五

次
学
校
教
育
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
」
を
策
定
中
及
び
検
討
中
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
教

育
を
生
か
し
、
今
後
求
め
ら
れ
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
施
策
の

在
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

待
機
児
童
対
策

に
つ
い
て

質　

問

　

待
機
児
童
対
策
本
部
は
ど
の
よ

う
に
動
い
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
全
庁

的
な
推
進
体
制
で
あ
る
待
機
児
童

対
策
本
部
に
お
い
て
「
待
機
児
童

解
消
の
た
め
の
緊
急
対
策
プ
ラ

　

①
施
工
業
者
の
確
保
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
、
②
一
般
公

共
事
業
へ
の
影
響
は
ど
う
な
っ
て

く
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

①
迅
速
な
災
害
復
旧
工
事
の
発

注
見
通
し
の
公
表
、
工
事
箇
所
の

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
に
よ
る
件
数
抑
制
、

発
注
時
期
の
平
準
化
に
努
め
る
。

②
早
期
復
旧
・
復
興
、
被
災
者
支

援
を
最
優
先
と
し
、
土
木
施
設
等

の
継
続
的
な
事
業
は
、
優
先
順
位

を
つ
け
な
が
ら
実
施
時
期
の
見
直

し
や
縮
小
な
ど
一
定
の
進
度
調
整

を
行
っ
て
い
く
。

ン
」
を
策
定
し
、
平
成
32
年
4
月

に
お
け
る
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
る
。
受
け
皿
確
保
に
つ
い

て
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
集
中
地
区
の

保
育
所
等
の
整
備
を
推
進
し
、
平

成
32
年
ま
で
に
目
標
を
達
成
す
る

見
込
で
あ
る
。
保
育
士
確
保
に
つ

い
て
は
、
受
け
皿
拡
大
に
よ
り
必

要
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
待

機
児
童
対
策
室
と
県
と
の
間
で
新

規
事
業
の
企
画
段
階
か
ら
情
報
交

換
を
重
ね
、
事
業
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
待
機
児
童
対
策
室
を
中

心
に
、
関
係
機
関
等
と
調
整
を
図

り
、
庁
内
合
意
に
つ
い
て
は
待
機

児
童
対
策
本
部
を
通
じ
て
行
い
、

事
業
を
推
進
す
る
。

新
年
度
以
降
の
教
育
関
係

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

被災した農地
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代 表 質 問

質問した項目
■ 災害復旧・復興に係る事業・予
算について

■ 「選ばれる都市、東広島の実現」
について

清新の会
北
き た

林
ばやし

　光
み つ

昭
あ き

災
害
復
旧
・
復
興
と

　

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
？

ど
う
な
っ
た
？
農
業

関
連
災
害
復
旧
事
業

質　

問

　

先
般
、
国
の
災
害
査
定
が
す
べ

て
終
了
し
、
全
体
の
3
分
の
2
が

農
業
関
連
と
聞
い
て
い
る
。
査
定

が
終
わ
り
、
実
施
設
計
書
、
県
の

許
可
、
業
者
選
定
か
ら
入
札
と
い

う
流
れ
で
、
や
っ
と
工
事
が
始
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
水
稲
植
え

付
け
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
は
県
内
で
も

あ
る
箇
所
、
幹
線
道
路
な
ど
の
公

共
土
木
施
設
災
害
を
最
優
先
で
進

め
て
い
く
。
農
業
関
連
の
災
害
箇

所
に
つ
い
て
も
、
営
農
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
べ
く
復
旧
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

災
害
か
ら
学
ぶ
情
報
発
信

の
あ
り
方
と
は

質　

問

　

平
成
30
年
の
被
災
経
験
か
ら
、

初
期
の
避
難
行
動
が
生
死
を
分
け

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
た
め

の
情
報
発
信
が
い
か
に
大
切
か
知

る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
31
年
度

予
算
に
お
い
て
、
情
報
発
信
の
た

め
の
ラ
ジ
オ
の
難
聴
対
策
が
予
算

化
さ
れ
、
評
価
に
値
す
る
反
面
、

聴
か
れ
て
い
な
い
緊
急
告
知
ラ
ジ

オ
を
高
齢
者
世
帯
や
支
援
者
世
帯

に
無
償
配
布
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

機
能
的
に
弱
い
こ
の
ラ
ジ
オ
を
配

布
す
る
理
由
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ

い
て
は
、
市
民
が
置
か
れ
た
状
況

有
数
の
稲
作
地
帯
で
も
あ
り
、
早

急
に
農
業
関
連
施
設
の
復
旧
を

願
っ
て
い
る
が
、
現
状
に
つ
い
て

問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

国
の
補
助
対
象
事
業
の
査
定
が

2
月
1
日
に
終
了
し
、
査
定
額
115

億
円
、
査
定
の
受
検
件
数
1
千
623

件
、
箇
所
数
は
3
千
244
箇
所
で
県

内
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
復
旧
に

つ
い
て
は
、
人
家
に
影
響
が
出
て

い
る
箇
所
、
二
次
災
害
の
恐
れ
の

に
応
じ
緊
急
情
報
を
迅
速
か
つ
確

実
に
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
ラ
ジ
オ
配
布
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
に
お
い
て
推
奨
さ
れ
、
本

市
の
災
害
検
証
委
員
会
に
お
い
て

も
、
操
作
性
な
ど
か
ら
高
齢
者
に

は
ラ
ジ
オ
が
有
効
で
あ
る
と
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

支
援
者
世
帯
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
を

い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
、
配
布

を
検
討
し
て
い
る
。

東
広
島
の

仕
事
づ
く
り
事
業
は
？

質　

問

　
「
選
ば
れ
る
都
市
、
東
広
島
の

実
現
」
の
た
め
に
、
①
産
業
イ
ノ 市の緊急告知ラジオ

会派所属議員
北林　光昭
重森佳代子

貞岩　敬
池田　隆興

※平成31年４月現在
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ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
拠
点
設
置
、

中
小
企
業
向
け
支
援
を
行
う
と
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
②
農
林

水
産
物
の
生
産
性
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
に
つ
い
て
、
本
市
と
し
て

の
支
援
策
を
具
体
的
に
問
う
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

①
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

拠
点
に
つ
い
て
は
、
市
内
外
か
ら

多
様
な
人
材
が
集
ま
り
や
す
い
立

地
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
条
駅
周
辺
へ
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
小
企
業
向
け
支
援
に
つ
い
て
は
、

静
岡
県
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
た
体
制
構
築

を
計
画
し
て
い
る
。

　

②
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
販
路
拡
大
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、「
東
広
島
市
農
林
水
産
物
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
よ
っ
て

市
場
に
合
わ
せ
た
商
品
づ
く
り
、

生
産
・
加
工
と
直
結
し
た
販
売
体

制
づ
く
り
を
目
指
し
、
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。

小
中
学
校

２
学
期
制
の
効
果
は
？

質　

問

　

平
成
14
年
度
か
ら「
生
き
る
力
」

を
重
視
し
た
ゆ
と
り
教
育
の
時
代

が
始
ま
っ
た
。
そ
の
中
で
本
市
の

小
中
学
校
2
学
期
制
が
平
成
17
年

度
か
ら
始
ま
り
、
今
に
至
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
国
に
お
い
て
は
、

ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

平
成
23
年
度
か
ら
は
脱
ゆ
と
り
の

時
代
と
な
っ
て
い
る
。
ゆ
と
り
教

育
の
時
代
に
生
ま
れ
た
2
学
期
制

も
、
県
内
で
は
本
市
と
広
島
市
だ

け
が
実
施
、
全
国
的
に
も
20
％
の

実
施
率
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
2
学

期
制
を
続
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

2
学
期
制
は
、
平
成
14
年
の
学

校
週
5
日
制
完
全
実
施
を
契
機
に
、

授
業
時
間
数
の
確
保
を
目
的
と
し

て
始
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
期

あ
た
り
の
期
間
が
長
く
な
っ
た
た

め
、
よ
り
長
期
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
め
、
教
員
の
研
修
機
会
を

通
年
で
確
保
し
や
す
く
な
る
等
、

効
果
が
認
め
ら
れ
る
。
教
員
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
を
構
築

し
て
い
く
意
味
で
も
、
2
学
期
制

は
継
続
し
て
い
く
。

幼
保
無
償
化
が
与
え
る

待
機
児
童
へ
の
影
響
は
？

質　

問

　

本
市
の
待
機
児
童
数
は
、
平
成

30
年
4
月
の
段
階
で
118
人
、
本
市

独
自
基
準
で
は
179
人
で
あ
り
、
広

島
県
内
最
低
と
な
っ
て
い
る
。
問

題
の
本
質
は
保
育
士
が
足
り
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

保
育
士
確
保
対
策
を
打
ち
出
し
、

事
業
効
果
も
出
て
い
る
が
、
そ
れ

以
上
に
実
態
が
深
刻
化
し
て
い
る

と
い
う
現
実
が
見
て
取
れ
る
。
平

成
31
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保

育
無
償
化
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん

で
い
る
の
か
問
う
。

答　

弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

保
育
士
確
保
事
業
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
の
実
施
状
況
で

あ
る
。
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
3
歳
以
下

の
定
員
を
320
人
増
や
す
計
画
の
と

こ
ろ
を
、
510
人
に
変
更
し
、
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

東広島市農林水産物ブランド戦略プラン
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代 表 質 問

質問した項目
■新年度予算について

創生会
岩
い わ

崎
さ き

　和
か ず

仁
ひ と

復
旧
・
復
興
に
対
す
る

　
　

組
織
体
制
と
発
注
時
期

復
旧
・
復
興
に
対
す
る
組

織
体
制
と
発
注
時
期

質　

問

　

現
在
の
被
災
状
況
を
考
え
る
と
、

工
事
の
早
期
発
注
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
発
注
時
期
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
早
期
発
注
や
発
注
量
を
考
え

る
と
現
在
の
組
織
体
制
・
技
術
職

員
数
で
は
厳
し
い
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

ゆ
る
人
材
確
保
策
を
講
じ
つ
つ
、

全
庁
的
な
応
援
体
制
で
進
め
る
。

市
内
の
河
川
復
旧
計
画
に

つ
い
て
問
う

質　

問

　

被
災
河
川
に
つ
い
て
、
復
旧
・

復
興
は
も
と
よ
り
強
靭
化
を
目
指

し
た
対
応
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
る
。
ま
た
県
河
川
に
対
し
て

も
強
靭
化
を
強
く
要
望
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

弁
／
先
灘
建
設
部
長

　

国
で
審
議
し
て
い
る
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
3
か

年
緊
急
対
策
に
基
づ
く
予
算
は
、

国
や
県
の
管
理
河
川
を
対
象
に
計

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

工
事
発
注
時
期
に
つ
い
て
は
、

出
水
時
期
に
向
け
人
家
に
影
響
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
箇
所
を
優

先
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
上
半

期
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
契
約
締

結
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
今
後

の
執
行
体
制
に
つ
い
て
は
、
全
国

の
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員
の
派

遣
、
社
会
人
枠
な
ど
を
活
用
し
た

職
員
採
用
に
よ
る
技
術
職
員
の
増

員
、
退
職
職
員
の
活
用
な
ど
あ
ら

上
さ
れ
て
お
り
、
本
市
所
管
の
河

川
に
は
馴
染
ま
な
い
と
考
え
る
が
、

引
き
続
き
復
旧
・
復
興
を
最
優
先

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
県
管

理
河
川
の
整
備
に
つ
い
て
、
県
に

対
し
、
よ
り
強
い
要
望
を
行
う
。

災
害
協
定
の
検
証
に

伴
う
今
後
の
課
題

質　

問

　

現
在
、
市
は
様
々
な
災
害
協
定

を
結
ん
で
い
る
が
、
平
成
30
年
7

月
豪
雨
災
害
に
お
い
て
有
効
で

あ
っ
た
協
定
、
ま
た
有
効
に
機
能

し
な
か
っ
た
協
定
の
修
正
点
や
改

善
点
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

市
内
事
業
者
と
の
協
定
に
つ
い

て
は
、
建
設
業
者
に
よ
る
災
害
時

応
急
対
応
活
動
や
上
下
水
道
の
応

急
復
旧
活
動
、
食
料
品
や
生
活
物

資
の
迅
速
な
供
給
な
ど
有
効
に
機

能
し
た
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で

交
通
網
の
寸
断
に
よ
り
、
全
国
の

物
流
事
業
者
か
ら
の
迅
速
な
物
資

河川被災状況

会派所属議員
加藤　祥一
坪井　浩一

岩崎　和仁
鈴木　利宏

※平成31年４月現在



市議会だより　2019.6 page.12

供
給
は
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
大

規
模
災
害
発
生
時
に
は
交
通
網
の

寸
断
な
ど
様
々
な
影
響
が
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
、
協
定
内
容
の
調
整

や
新
規
協
定
締
結
を
推
進
し
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
た
い
。

消
防
職
員
の
適
正
数
と

配
置
に
つ
い
て

質　

問

　

消
防
庁
の
示
し
た
指
針
に
よ
る

と
、
本
市
の
消
防
力
と
し
て
必
要

と
さ
れ
て
い
る
人
員
の
数
は
431
人

と
算
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

配
置
さ
れ
て
い
る
人
数
は
292
人
、

比
率
に
し
て
67
・
7
％
と
非
常
に

低
い
状
況
で
あ
る
。
市
民
の
安

心
・
安
全
を
考
え
る
と
不
安
で
あ

る
が
、
市
の
所
見
を
問
う
。

答　

弁
／
古
川
消
防
局
長

　

職
員
の
配
置
や
体
制
に
つ
い
て

は
、
現
状
を
分
析
し
将
来
の
人
口

推
計
や
火
災
救
急
需
要
を
予
測
す

る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
初
動
体
制
の
あ
り
方
、
資
器
材

の
充
実
、
情
報
収
集
・
共
有
方
法

を
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
い
か
に

効
率
的
に
対
応
で
き
る
か
を
検
証

し
、
対
応
し
て
い
く
。

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

地
域
目
標
の
明
確
化
や
取
組
み
成

果
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
成

果
と
し
て
は
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
を
創
設
し
、
市
域
の

伝
統
や
文
化
を
学
ぶ
学
習
で
地
域

の
方
に
指
導
協
力
を
頂
き
、
地
域

の
歴
史
を
題
材
に
し
た
創
作
表

現
「
風
早
の
轍わ
だ
ち」
を
新
た
に
学
習

発
表
会
で
演
じ
る
な
ど
新
教
材
の

開
発
も
進
ん
で
い
る
。
課
題
と
し

て
は
、
学
校
と
地
域
の
目
標
を
共

通
に
し
、
学
校
の
役
割
や
地
域
貢

献
の
あ
り
方
な
ど
の
整
理
が
必
要

で
あ
る
。
本
年
度
の
風
早
小
学
校

の
取
組
み
は
、
今
後
学
校
運
営
協

議
会
を
取
り
入
れ
て
い
く
学
校
に

と
っ
て
、
大
き
な
道
筋
に
な
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

理
科
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て

具
体
例
と
し
て

質　

問

　

子
ど
も
た
ち
が
不
思
議
と
思
え

る
体
験
や
、
な
ぜ
だ
ろ
う
と
思
え

る
よ
う
な
観
察
を
経
験
す
る
機
会

の
創
設
が
必
要
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
事
物
や

現
象
に
興
味
を
持
た
せ
、
研
究
す

る
心
を
育
て
る
こ
と
は
大
切
と
考

え
て
い
る
。
平
成
31
年
度
事
業
と

し
て
「
科
学
の
芽
育
成
講
座
」
を

実
施
予
定
で
あ
り
、
大
学
の
研
究

者
な
ど
に
学
校
を
訪
問
し
て
も
ら

い
、
理
科
実
験
・
観
察
や
モ
ノ
づ

く
り
、
統
計
分
析
な
ど
の
算
数
・

数
学
に
か
か
わ
る
講
義
や
演
習
を

実
施
し
て
い
く
。

東
広
島
市
の
学
校
運
営

質　

問

　

本
年
度
よ
り
風
早
小
学
校
に
お

い
て
本
市
で
初
め
て
の
学
校
運
営

協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
の

取
組
み
、
成
果
、
課
題
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

現
在
の
取
組
み
と
し
て
は
、
学

校
の
教
育
課
程
・
経
営
方
針
・
組

織
編
成
の
承
認
、
授
業
に
係
る
意

見
交
換
の
ほ
か
、
住
民
・
児
童
を 消防職員の整列風景

理科実験のようす
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質問した項目
■地方創生について
■新年度予算について

創志会
玉
た ま

川
が わ

　雅
ま さ

彦
ひ こ

代 表 質 問
地
方
創
生
の
実
現
と

　
　

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
評
価

質　

問

　

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、
国
主

導
の
色
合
い
が
濃
い
と
思
わ
れ
る

が
、
本
市
に
お
い
て
主
体
的
に
事

業
の
推
進
が
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
機
関

の
地
方
移
転
と
し
て
酒
類
総
合
研

究
所
の
完
全
移
転
や
、
理
化
学
研

被
災
し
た
農
地
・
農
業
施

設
復
旧
は

質　

問

　

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
に
お
け
る
優
先
順
位
の
考
え
方
、

今
後
の
発
注
計
画
に
つ
い
て
、
ま

た
3
年
以
内
に
工
事
を
完
了
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
市
の
見

解
を
問
う
。

答　

弁
／
先
灘
建
設
部
長

　

農
業
関
係
の
災
害
復
旧
に
関
す

る
優
先
順
位
は
、
被
害
を
受
け
た

耕
作
面
積
が
広
い
農
地
、
受
益
者

数
の
多
い
施
設
、
受
益
面
積
が
大

き
い
施
設
か
ら
進
め
て
い
く
。
特

に
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る

箇
所
は
、
営
農
意
欲
の
低
下
や
地

究
所
の
一
部
機
能
の
移
転
が
実
現

し
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
が
国
の
力

強
い
支
援
の
中
で
成
立
し
て
き
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
方
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、

地
方
が
自
ら
考
え
、
自
ら
戦
略
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
総

合
戦
略
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
姿

勢
で
作
成
し
、
地
域
特
性
に
応
じ

た
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

域
が
疲
弊
し
な
い
よ
う
配
慮
が
必

要
と
考
え
る
。
従
来
の
よ
う
に
1

か
所
ご
と
の
発
注
で
は
な
く
、
複

数
箇
所
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
い

件
数
の
抑
制
等
の
工
夫
を
行
い
な

が
ら
、
3
年
以
内
の
工
事
完
了
を

目
標
に
実
施
す
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

創
業
支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

創
業
間
も
な
い
企
業
や
※
第
二

創
業
に
取
り
組
む
企
業
な
ど
が
、

将
来
本
市
産
業
を
牽
引
す
る
よ
う

な
大
き
な
事
業
を
創
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
を
次
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。
本
市
の
特
性
を

生
か
し
た
施
設
が
必
要
と
考
え
る

が
、
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

施
設
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

こ
の
拠
点
に
お
い
て
は
、
本
市

の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
大
学
や
試

験
研
究
機
関
、
先
端
企
業
な
ど
の

高
度
人
材
の
集
積
を
生
か
し
、
研

豪雨災害により被災した農地

※［用語解説］第二創業　  既に何らかの事業を行っている事業者がその業態の変更をしたり、新たに別の事業
に進出したりすることなどを意味する表現。

会派所属議員
玉川　雅彦
大道　博夫

岡田　育三
奥谷　求

※平成31年４月現在
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答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

①
大
学
や
企
業
、
研
究
機
関
が

多
く
立
地
す
る
本
市
の
強
み
を
生

か
し
て
、
そ
れ
ら
機
関
が
有
す
る

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
活
用
し

た
出
前
講
座
を
実
施
し
、
理
数
教

育
の
充
実
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

②
で
き
る
だ
け
早
期
に
す
べ
て

の
小
中
学
校
の
教
室
に
空
調
機
整

備
を
完
了
す
る
た
め
に
、
複
数
の

方
式
を
比
較
検
討
し
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
決
定
し
た
。
余
裕
の
あ
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
な
い
が
、
平
成
32

年
夏
ま
で
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

東
広
島
版
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

質　

問

　

東
広
島
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
は
市
民
の
皆
様
に
ど
の
く
ら

い
の
理
解
・
関
心
を
持
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
周

知
・
啓
発
活
動
は
ど
の
よ
う
な
施

策
を
持
っ
て
当
た
る
の
か
、
問
う
。

究
者
・
技
術
者
・
学
生
な
ど
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
新
た
な
事
業
の

種
を
育
て
る
事
業
、
人
材
育
成
な

ど
に
関
し
様
々
な
取
り
組
み
を
行

う
。
ま
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
」
と
「
※
ビ
ズ
型
の
中
小
企
業

支
援
」
の
取
組
み
を
同
時
に
推
進

し
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
本
市

産
業
の
活
性
化
を
推
進
す
る
原
動

力
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

障
害
者
に
優
し
い

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
で
は
、
社
会
的
障
壁
に
対

す
る
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
啓
発

す
る
方
針
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
手
法
で
行
う
の
か
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

市
民
・
事
業
者
を
対
象
と
し
た

日
常
生
活
圏
域
単
位
で
の
説
明
会

や
個
別
単
位
で
の
出
前
講
座
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
行
う
。

障
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
わ
か
り

や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
な
ど
、
障
害
へ
の
理
解
を

答　

弁
／
梶
永
健
康
福
祉
部
長

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
医
療
」「
介

護
」「
予
防
」「
生
活
支
援
」「
住

ま
い
」
が
切
れ
目
な
く
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
実
現
を
目
指
し
、
各

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
ぐ

る
マ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
を
は
じ
め
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
通
し
て
情
報
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に

「
わ
が
事
」
と
し
て
考
え
て
も
ら

い
、
誰
も
が
地
域
の
中
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

意
識
の
醸
成
を
図
る
。

深
め
、
障
害
の
あ
る
人
が
日
常
生

活
や
社
会
生
活
で
受
け
る
様
々
な

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
、

積
極
的
に
啓
発
し
て
い
く
。

※［用語解説］ビズ型中小企業支援　  中小企業の経営相談や起業支援を目的に、企業の強みなどを見つけ売上をアップさせるための提案を行う支援スタイルの
こと。平成20年８月に静岡県富士市が、産業支援センター「f-Biz（エフビズ）」を他の自治体に先駆け開設したことから
このように呼ばれる。

　　　　　　　　　　　　　ＰＦＩ　  （Private Finance Initiative：プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）公共施設等の建設、維持管理、運営等を
民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う新しい手法

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
と

教
育
環
境
に
つ
い
て

質　

問

　

①
「
科
学
の
芽
育
成
講
座
」
が

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
運
営
す
る
方
針
か
。

　

②
平
成
32
年
夏
の
供
用
開
始
を

目
指
し
、
市
内
小
中
学
校
の
空
調

機
整
備
を
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り

実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
方
式
を
採
用
し
た
理
由
を
問

う
。
ま
た
、
平
成
32
年
夏
ま
で
に

整
備
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

「ぐるマルフェスタ」開催風景
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質問した項目
■ 第五次東広島市総合計画策定方
針について

■ 広島空港周辺の活性化、周辺整
備について

■河内西小学校の跡地活用
■街おこしのために

高志会
中
な か

平
ひ ら

　好
よ し

昭
あ き

代 表 質 問
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画

　
　
　
　

策
定
方
針
に
つ
い
て

総
合
計
画
の
検
証
、
新
市

建
設
計
画
進
捗
度
は

質　

問

　

平
成
20
年
に
策
定
し
た
第
四
次

東
広
島
市
総
合
計
画
に
新
市
建
設

計
画
を
盛
り
込
み
、
目
標
年
次
を

平
成
32
年
と
し
、
目
指
す
べ
き
将

来
都
市
像
を「
未
来
に
は
ば
た
く

国
際
学
術
研
究
都
市
、
と
も
に
育

み
、人
が
輝
く
ま
ち
」と
定
め
、さ
ま

ざ
ま
な
事
業
展
開
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
検
証
及
び
進
捗
度
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

第
四
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
数
値
目
標
と
し
て
掲
げ

た
82
項
目
の
う
ち
、
23
項
目
は
既

に
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。
だ

が
、
市
内
大
学
の
地
元
企
業
就
職

率
な
ど
は
、
目
標
よ
り
低
い
数
値

を
示
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
課

題
を
残
し
て
い
る
。
新
市
建
設
計

画
は
、
平
成
29
年
度
末
現
在
、
事

業
数
ベ
ー
ス
で
全
体
の
93
・
7
％

に
当
た
る
548
事
業
に
着
手
し
て
お

り
、
24
・
3
％
に
当
た
る
142
事
業

が
既
に
完
了
し
て
い
る
が
、
合
併

の
テ
ー
マ
で
あ
る
学
園
都
市
と
し

て
の
一
体
感
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
そ
の
広
が
り
が
実
感
で
き
な
い

と
い
う
御
意
見
も
伺
っ
て
い
る
。

安
全
安
心
な
地
域
環
境
を
望
む
も

の
で
あ
る
。
市
民
に
伝
え
た
い
ま

ち
づ
く
り
と
は
何
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
は
数

多
い
が
、
そ
の
基
盤
と
な
る
の
は

安
全
安
心
な
地
域
環
境
の
形
成
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
総
合
計
画
で
策
定
す
る

地
域
別
の
ブ
ロ
ッ
ク
計
画
は
、
市

民
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
適
切
な

ル
ー
ル
の
も
と
で
、
土
地
利
用
の

方
向
性
を
示
す
も
の
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

広
島
空
港
周
辺
の
県
有
地

活
用
を
！

質　

問

　

広
島
空
港
周
辺
の
県
有
地
、『
ク

リ
ー
ン
ヒ
ル
大
仙
、
次
郎
丸
、
元

兼
パ
ー
ト
Ⅱ
』
を
活
用
し
、
企
業

団
地
を
整
備
し
、
企
業
立
地
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

広
島
空
港
及
び
市
の
活
性
化
、
発

展
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
市
と

し
て
、
積
極
的
に
県
に
要
望
す
べ

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画

に
求
め
ら
れ
る
も
の

質　

問

　

市
民
が
求
め
て
い
る
市
の
将
来

像
は
、
地
域
全
域
一
体
感
が
生
ま

れ
、
醸
成
で
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
政
策
実
現
、
ま
た
、
過
度
な
負

担
を
伴
わ
な
い
日
常
生
活
、
地
域

づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

第四次東広島市総合計画

会派所属議員
中平　好昭
乗越　耕司

大谷　忠幸
梶谷　信洋

※平成31年４月現在
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き
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

広
島
空
港
の
民
営
化
が
予
定
を

さ
れ
る
中
、
空
港
の
北
側
に
位
置

す
る
県
営
広
島
臨
空
産
業
団
地
へ

の
企
業
進
出
も
決
定
す
る
な
ど
、

新
た
な
動
き
も
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
県
に
対
し

て
、
有
効
活
用
を
積
極
的
に
働
き

か
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

域
住
民
だ
け
で
跡
地
活
用
を
検
討

す
る
の
は
負
担
が
大
き
い
と
思
う
。

地
域
の
代
表
者
と
市
で
構
成
さ
れ

た
（
仮
称
）
河
内
西
小
学
校
跡
地

活
用
委
員
会
を
早
期
に
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

地
元
要
望
も
含
め
た
跡
地
活
用

の
考
え
方
を
整
理
す
る
た
め
、
昨

年
末
か
ら
市
内
部
の
関
係
部
局
に

よ
る
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
考
え
が
あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
た
段
階
で
、
有
効
な
活

用
策
に
つ
な
が
る
体
制
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

故
郷
を
愛
す
る
心
を
育
み
、

企
業
を
起
業
！

質　

問

① 

本
市
で
育
ち
、
市
外
に
転
出
し

た
子
ど
も
た
ち
が
、
雄
々
し
く

成
長
し
、
再
び
本
市
に
戻
っ
て

き
て
、
市
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ふ
る

さ
と
東
広
島
市
が
こ
ん
な
に
も

す
ば
ら
し
い
ま
ち
だ
と
い
う
自

信
と
誇
り
を
、
市
内
の
子
ど
も

た
ち
に
持
っ
て
も
ら
え
る
教
育

を
施
す
こ
と
が
有
効
と
考
え
る

が
、
所
見
を
伺
う
。

② 

市
は
、
大
規
模
工
業
団
地
を
建

設
し
て
は
、
こ
こ
に
企
業
を
誘

致
す
る
こ
と
に
血
道
を
上
げ
て

い
る
が
、
企
業
誘
致
が
地
元
の

採
用
枠
の
拡
大
に
余
り
寄
与
し

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

市
内
に
本
社
、
工
場
、
研
究
所

が
あ
り
、
学
卒
社
員
を
毎
年
100

人
以
上
採
用
し
て
く
れ
る
企
業

を
起
業
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考

え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　
　
　
　

木
原
産
業
部
長

① 

子
ど
も
た
ち
が
、
そ
う
し
た
自

信
と
誇
り
を
持
つ
教
育
を
推
進

す
る
こ
と
は
、
本
市
の
将
来
を

担
う
人
材
を
育
成
す
る
上
で
、

大
変
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
地
域
を
よ
く

す
る
た
め
に
自
ら
働
き
か
け
よ

う
と
す
る
子
ど
も
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

② 

新
規
創
業
の
促
進
は
、
短
期
間

に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致
施
策
に

よ
る
雇
用
確
保
に
加
え
、
市
内

中
心
部
へ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
拠
点
の
設
置
に
よ
っ
て
、

新
た
な
取
り
組
み
が
次
々
と
生

ま
れ
る
環
境
を
構
築
し
、
数
多

く
の
企
業
の
創
業
を
促
す
こ
と

に
よ
り
、
雇
用
の
確
保
も
図
っ

て
い
き
た
い
。

河
内
西
小
学
校
跡
地
活
用

委
員
会
の
設
置
を
！

質　

問

　

河
内
西
小
学
校
は
、
広
大
な
敷

地
と
大
規
模
な
施
設
が
あ
り
、
地 広島空港

旧河内西小学校校舎
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質問した項目
■ 高垣市政の公約と平成31年度予
算について

公明党
小
お

川
が わ

　宏
ひ ろ

子
こ

代 表 質 問
選
ば
れ
る
都
市

東
広
島
に
向
け
た
新
年
度
予
算

高
垣
市
長
の
公
約
の
自
己

評
価
と
今
後
の
展
開

質　

問

　
「
仕
事
も
暮
ら
し
も
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
」と
評
価
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
計
上
に

つ
い
て
、市
長
の
公
約
の
整
合
性
と

自
己
評
価
、今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

公
約
の
方
向
性
に
従
い
編
成
し

た
平
成
30
年
度
予
算
に
係
る
事
務

　

新
年
度
は
教
職
員
の
働
き
方
を

ど
の
よ
う
に
改
革
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
年
々
不
登
校
の
児
童
生
徒

が
増
加
し
て
い
る
が
、
新
年
度
の

対
策
を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

現
在
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
に
向
け
た
総
合
的
な
取
り
組

み
方
針
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ど

う
い
っ
た
取
り
組
み
が
効
果
的
で

あ
る
か
、
十
分
に
検
討
し
方
針
に

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
働
き
方

に
関
す
る
意
識
改
革
等
に
よ
り
、

事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
よ
る

直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
振
り
か

え
等
を
行
っ
た
も
の
を
除
き
、
お

お
む
ね
計
画
ど
お
り
執
行
で
き
た

も
の
と
考
え
て
お
り
、
平
成
31
年

度
の
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
よ
り

具
体
的
に
公
約
の
実
現
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
と

不
登
校
対
策

質　

問

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
よ

り
一
層
推
進
し
た
い
。

　

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
将

来
的
な
社
会
的
自
立
を
目
指
し
、

学
校
に
お
け
る
組
織
的
な
取
り
組

み
を
は
じ
め
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
て
、心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
活
動
の

更
な
る
充
実
等
の
取
り
組
み
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不

登
校
の
状
況
の
改
善
に
努
め
て
い

く
。

英
語
強
化
の
取
り
組
み

質　

問

　

児
童
生
徒
の
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
養
う
外
国

語
教
育
の
充
実
を
図
る
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
新
年
度
に

向
け
、
さ
ら
な
る
英
語
教
育
の
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
増
員
、
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
の
実
施
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
今
年
度

会派所属議員
竹川　秀明
小川　宏子

加根　佳基

※平成31年４月現在
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答　

弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

今
般
、
国
の
追
加
的
対
策
と
し

て
、
39
歳
か
ら
56
歳
ま
で
の
男
性

を
対
象
に
、
3
年
間
、
風
し
ん
抗

体
検
査
及
び
予
防
接
種
を
、
原
則

無
料
で
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
現
在
、
本
年
4
月
か
ら
の

制
度
開
始
に
向
け
、
対
象
者
へ
の

ク
ー
ポ
ン
券
の
発
送
に
係
る
準
備

等
を
進
め
て
い
る
。
2
0
2
1
年

度
末
ま
で
に
、
国
の
目
標
値
で
あ

る
対
象
世
代
の
男
性
の
抗
体
保
有

率
90
％
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

豪
雨
災
害
の
検
証
と
今
後

の
取
り
組
み

質　

問

　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
工
事
に

着
手
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
な

ペ
ー
ス
で
進
め
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
の
か
、
さ
ら
に
、
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
、
今
回
を
上
回
る
豪

雨
が
発
生
す
る
可
能
性
が
想
定
さ

れ
る
中
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

の
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

3
月
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
平
成
31
年
度
中
に
査
定
金
額

の
お
お
む
ね
3
分
の
2
の
発
注
を

目
指
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
の
対

策
と
し
て
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
な
ど
、
全
市
的
に
総
合
的
な

浸
水
対
策
を
進
め
て
い
く
。
ソ
フ

ト
面
は
、
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
見
守
り
や
、
孤
立
防

止
、
早
期
の
生
活
再
建
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

の
第
3
学
年
の
英
検
3
級
相
当
の

英
語
力
を
有
す
る
生
徒
の
割
合
は

前
年
度
よ
り
4.7
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
、

47
・
7
％
と
な
っ
た
。
小
学
校
で

は
、
1
年
後
か
ら
外
国
語
科
が
本

格
実
施
と
な
る
た
め
、
英
語
で
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
児
童
生
徒
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

児
童
虐
待
防
止
の

取
り
組
み

質　

問

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
増
加
や
核
家

族
の
増
加
な
ど
で
、
社
会
全
体
の

養
育
力
が
低
下
し
て
き
た
と
も
い

わ
れ
る
状
況
に
目
を
向
け
て
、
本

当
に
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
子
育
て
支
援
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み

の
現
状
、
課
題
と
新
年
度
の
取
り

組
み
を
伺
う

答　

弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
で
あ
る
「
東
広

島
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
構
築
」
の
推
進

が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み

が
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
就

学
児
童
や
生
徒
に
つ
い
て
も
、
教

育
委
員
会
及
び
学
校
と
「
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
が
連
携
を

し
、
虐
待
防
止
及
び
虐
待
案
件
に

対
し
、
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。

風
し
ん
拡
大

　

防
止
の
取
り
組
み

質　

問

　

新
年
度
に
、風
し
ん
の
抗
体
検

査
及
び
予
防
接
種
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、そ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

東広島市出産・育児サポートセンター

平成30年７月豪雨における
災害対応等検証報告書
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こ
れ
ら
を
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
の

鍵
を
握
る
市
民
満
足
度

質　

問

　
「
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
」
た
め

に
は
、
選
ば
れ
る
条
件
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
市
民
満
足
度
調

査
で
、
長
期
に
わ
た
り
重
要
度
は

高
い
が
満
足
度
の
低
い
分
野
が
、

地
域
医
療
、
公
共
交
通
、
子
育
て

支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
道
路
整
備
、

労
働
・
雇
用
環
境
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
高
め
る
た
め
の

施
策
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

従
来
の
行
政
手
法
の
延
長
線
に

と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
対
応
策
を

検
討
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

公
共
交
通
で
は
、
広
島
大
学
で
の

交
通
結
節
点
の
整
備
、
幹
線
系

統
や
※
フ
ィ
ー
ダ
ー
路
線
の
再
編
、

交
通
空
白
地
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通
、

自
動
運
転
の
導
入
検
討
を
進
め
る
。

安
心
な
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
地
域
医
療

質　

問

　

新
年
度
予
算
で
は
、
東
広
島
医

療
セ
ン
タ
ー
に
6
，
7
0
0
万
円

余
の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、「
救
急
医
療
体
制
に
関
す
る

基
本
計
画
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
平
成
30
年
代
後
半
の
整
備
を

目
指
す
「
地
域
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
」
の
進
捗
を
含
め
、
補
助
金

の
内
容
を
伺
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
の
機
能
充
実
の
た
め
に
、
周

ハ
ー
ド
成
長
路
線
か
ら

ソ
フ
ト
持
続
路
線
へ

質　

問

　

自
然
環
境
か
ら
経
済
・
社
会
ま

で
地
球
的
規
模
の
危
機
と
混
迷
が

深
ま
り
、
国
内
で
は
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
に
よ
る
経
済
・
社
会

の
縮
小
ス
パ
イ
ラ
ル
、
格
差
と
貧

困
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
成
長
路
線
か
ら
市
民
満
足

度
を
高
め
る
こ
と
で
豊
か
さ
を
実

現
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
戦
略
に
転
換
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

充
実
し
た
人
生
の
選
択
を
も
た

ら
す
仕
事
づ
く
り
、
暮
ら
し
づ
く

り
、
人
づ
く
り
、
安
心
づ
く
り
、

活
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る
施
策
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
す
る
こ
と
が
、

転
換
期
に
お
け
る
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
戦
略
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
の
方
向
は
成
長
と
成
熟
の

視
点
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
り
、

質問した項目
■「まちづくり戦略」について
■ 問われる国際学術研究都市の多
文化共生

市民クラブ
赤
あ か

木
ぎ

　達
た つ

男
お

代 表 質 問
「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」の

　
　

 

転
換
期
の
基
本
姿
勢

「選ばれるまち」を目指す東広島市

会派所属議員
石原　賢治
赤木　達男

中川　修

※平成31年４月現在

※［用語解説］フィーダー路線　  交通網において、幹線と接続して支線の役割をもって運行される路線
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所
管
で
は
な
い
が
、
事
業
者
に
協

力
し
て
も
ら
い
任
意
調
査
は
で
き

な
い
か
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

外
国
籍
市
民
に
選
ば
れ
る
ま
ち

と
す
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
と

外
国
籍
市
民
が
と
も
に
安
心
し
て

働
き
、
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、
双
方
が
多

文
化
共
生
の
理
解
を
深
め
、
多
国

籍
市
民
が
必
要
と
す
る
支
援
サ
ー

ビ
ス
等
を
多
く
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
権
限
が

国
に
あ
る
こ
と
な
ど
実
態
把
握
は

困
難
な
状
況
だ
が
、
技
能
実
習
生

な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
者
へ
の

対
応
は
検
討
す
べ
き
事
項
で
あ
り
、

国
な
ど
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
技
能
実
習
生
な
ど
が
本
市

で
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
国
際
交
流
の
情

報
な
ど
を
事
業
者
に
機
会
を
と
ら

え
て
提
供
し
、
事
業
者
か
ら
の
依

頼
に
応
じ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

良
き
隣
人
関
係
を
築
く

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

質　

問

　

相
互
理
解
に
基
づ
く
隣
人
関
係

づ
く
り
、
地
域
文
化
や
習
慣
な
ど

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
交
流

機
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
住
民
自

治
協
議
会
へ
の
働
き
か
け
が
必
要

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
西
村
政
策
企
画
部
長

　

地
域
の
会
議
な
ど
を
通
じ
外
国

籍
市
民
の
現
状
や
市
の
取
り
組
み
、

「
や
さ
し
い
日
本
語
」「
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
な
ど
の
情

報
提
供
を
進
め
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
相
互
理
解
に
向
け
た
意
識
の

醸
成
を
図
り
、
交
流
機
会
づ
く
り

へ
と
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

産
期
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
費
の
補

助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
地
域
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
基
本
計
画
に

位
置
付
け
て
い
る
が
、
医
師
不
足

や
前
提
と
な
る
初
期
救
急
、
二
次

救
急
体
制
の
構
築
が
厳
し
い
こ
と

か
ら
、
※
2.5
次
救
急
医
療
機
能
を

強
化
し
つ
つ
、
高
度
医
療
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
あ
り
方
を
含
め

検
討
し
て
い
く
。

人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
始
ま
る
。

受
け
入
れ
体
制
の
準
備
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
西
村
政
策
企
画
部
長

　

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
啓

発
活
動
や
生
活
者
と
し
て
の
外
国

人
に
対
す
る
支
援
が
課
題
で
あ
り
、

多
文
化
共
生
を
進
め
る
市
民
や
団

体
等
と
課
題
を
共
有
し
、
連
携
し

合
う
こ
と
に
よ
り
、
受
け
入
れ
体

制
の
充
実
に
努
め
た
い
。
具
体
的

に
は
、
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
防

災
情
報
の
多
言
語
資
料
の
提
供
な

ど
を
進
め
て
い
る
が
、
転
入
時
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
、

自
動
翻
訳
装
置
の
導
入
な
ど
を
進

め
る
。

求
め
ら
れ
る
快
適
で
安
全

な
労
働
環
境
づ
く
り

質　

問

　

人
手
不
足
を
補
う
こ
と
を
目
的

と
し
な
が
ら
、「
働
き
先
」
と
し

て
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
失
敗

す
れ
ば
、
選
ば
れ
る
ど
こ
ろ
か
敬

遠
さ
れ
る
。
指
導
・
監
督
は
市
の

問
わ
れ
る
国
際
学
術
研
究

都
市
の
多
文
化
共
生

質　

問

　

入
管
法
の
改
正
に
伴
い
4
月
か

ら
新
た
な
在
留
資
格
に
よ
る
外
国 東広島医療センター

※［用語解説］2.5次救急　  ２次救急が対象とする「重症患者（一般病棟入院患者）に対する救急医療を担いつつ、３次救急が
対象とする「重篤患者（集中治療室入院患者）に対する救急医療」の一部を担う救急医療を表す。
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て
き
た
が
、
意
見
の
数
は
大
変
に

少
な
く
、
本
当
に
市
民
の
声
が
届

い
て
い
る
の
か
、
疑
問
に
思
う
。

事
業
の
対
象
者
に
特
化
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
意
見
聴

取
の
幅
広
い
検
討
が
必
要
と
考
え

る
が
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

昨
年
度
は
、
14
計
画
に
対
し
、

平
均
6.4
件
で
あ
っ
た
。
周
知
不
足

や
、
計
画
内
容
が
理
解
し
に
く
い

こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
て
お
り
、

今
年
度
は
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
概
要
版
を
作
成
し
、
関
係
団

体
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

5
計
画
に
対
し
、
平
均
13
・
4
件

の
意
見
の
提
出
が
あ
っ
た
。

保
育
料
無
償
化
で
待
機
児

増
加
に
対
応
を
！

質　

問

　

保
育
所
適
正
配
置
基
本
構
想
で

は
、
民
間
参
入
の
促
進
を
掲
げ
て

い
る
が
、
公
立
保
育
所
に
安
心
感

を
持
っ
て
い
る
保
護
者
も
多
く
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
ニ
ー
ズ
が

あ
る
中
で
、
市
の
定
員
適
正
化
計

画
を
見
直
す
な
ど
し
て
、
正
規
職

員
の
保
育
士
に
よ
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

保
育
所
適
正
配
置
基
本
構
想
で

は
、
公
立
保
育
所
と
私
立
保
育
所

の
役
割
を
明
示
し
、
相
互
に
補
完
、

役
割
分
担
を
し
て
き
た
。
今
後
と

も
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
い
地
域
で

は
、
私
立
保
育
所
等
に
よ
る
受
け

皿
拡
大
、
老
朽
化
が
著
し
い
公
立

保
育
所
の
民
営
化
を
推
進
し
、
官

民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
保
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
。

消
費
増
税
よ
り
富
裕
層
大

企
業
へ
の
税
率
改
正
を

質　

問

　

増
税
後
、
平
均
実
質
賃
金
は
年

10
万
円
以
上
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
で
、

首
相
も
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
を

認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
家
計

消
費
支
出
や
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ

ス
に
つ
い
て
、
認
識
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

家
計
消
費
支
出
の
動
向
や
実
質

賃
金
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
の
重
要

指
標
と
と
も
に
、
我
が
国
の
社
会

経
済
情
勢
を
示
す
基
礎
指
標
の
1

つ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
国
政
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

多
様
な
市
民
の
意
見
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ

質　

問

　

各
種
計
画
策
定
の
際
に
、
市
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

一 般 質 問
税
の
集
め
方
・
使
い
方
は

　

住
民
の
声
を
生
か
し
て
！

質問した項目
■財政計画について
■ 市民に寄り添ったまちづくりに
ついて

■待機児対策について

谷
た に

　晴
は る

美
み

（日本共産党）

移転・民営化される円城寺保育所
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災害からの復旧・復興の早期実現

「選ばれる都市、東広島」の実現

平成31年第１回定例会　議案の概要

第１回定例会

議決した案件
●条例案…41件　●予算案…30件　●承認案…２件　●諮問…11件

●同意案…１件　●その他…14件　●議員提出議案…１件
（●全会一致可決…67件　●賛成多数可決…33件）

Pick Up

平
成
31
年
度

一
般
会
計
予
算
を
可
決

　
「
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
早
期
実
現
」
と
「
選
ば
れ
る
都
市
、
東
広
島
」
の

実
現
に
向
け
た
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
一
般
会
計
8
2
2
億
8
，
0
0
0
万
円
（
前

年
度
比
18
・
2
％
増
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎災害復旧・被災者支援等　　　総額69.4億円
　・公共施設等の災害復旧 6,300,143千円
　・急傾斜地対策 405,274千円
　・災害廃棄物の処理 166,606千円
　・被災者支援 65,996千円

◎災害からの復興と災害に強いまちづくり（災害支援寄付金）
　　　　　　　　　　　　　　　総額1.2億円
　・防災・減災対策 82,804千円
　・復興イベント 5,377千円
　・被災者支援（再掲） 5,026千円
　・公園施設等の復旧（再掲） 29,360千円

◎５つの視点と12の重点施策　　 総額67.8億円
　・仕事づくり 424,684千円
　・暮らしづくり 1,047,797千円
　・人づくり 1,867,277千円
　・活力づくり 2,932,437千円
　・安心づくり 503,509千円

12
の
重
点
施
策

○
仕
事
づ
く
り

　

・ 

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

と
雇
用
の
創
出

　

・ 

農
林
水
産
業
の
生
産
性
と
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上

　

・ 

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
推
進

○
暮
ら
し
づ
く
り

　

・ 

魅
力
あ
る
住
環
境
の
形
成

　

・ 

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利

便
性
向
上

　

・ 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
共
生

社
会
の
実
現

○
人
づ
く
り

　

・ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
と
教
育

環
境
の
向
上

　

・ 

人
と
人
が
つ
な
が
る
豊
か
な
東

広
島
ラ
イ
フ
の
促
進

○
活
力
づ
く
り

　

・ 

活
力
を
生
み
出
す
拠
点
の
整
備

　

・ 

交
流
・
連
携
を
支
え
る
交
通
基

盤
の
整
備

○
安
心
づ
く
り

　

・ 

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
整
備

　

・ 

地
域
医
療
体
制
の
整
備
促
進
と

健
康
寿
命
の
延
伸
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
30
号
〉

東
広
島
市
障
害
者
の
意
思
疎
通
手
段
の

確
保
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

様
々
な
障
害
者
の
意
思
疎
通
手
段
の
確
保
な
ど
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
、
そ
の
基
本
理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
・
市
民
・
事
業
者
の
責
務
な
ど
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
東
広
島
市
障
害
者
の
意
思
疎
通
手
段
の
確
保
等
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
31
号
〉

東
広
島
市
手
話
言
語
の
認
識
の

普
及
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

手
話
に
関
す
る
認
識
の
普
及
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
そ
の
基
本

理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
・
市
民
及
び
事
業
者
の
責
務
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
東
広
島
市
手
話
言
語
の
認
識
の
普
及
に
関
す
る
条
例
（
通
称
「
手

話
言
語
条
例
」）
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎
条
例
に
つ
い
て

○
基
本
理
念

　

全
て
の
者
が
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
必
要
に
応
じ
て
情
報
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

円
滑
に
意
思
疎
通
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
社
会
環
境
の
整
備
が
図
ら

れ
る
こ
と
。

　

障
害
者
及
び
そ
の
他
の
者
が
互

い
の
人
格
及
び
個
性
を
尊
重
し
、

必
要
な
配
慮
が
的
確
に
な
さ
れ
る

こ
と
。

○
市
の
責
務

　

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害

の
特
性
に
応
じ
た
意
思
疎
通
手
段

の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
を
実
施

す
る
。

○
市
民
の
責
務

　

意
思
疎
通
手
段
の
確
保
等
に
関

す
る
市
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う

努
め
る
。

○
事
業
者
の
責
務

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
意
思
疎

通
手
段
の
確
保
等
に
関
す
る
市
の

施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
障
害
者
が
障
害
の
特
性

に
応
じ
た
意
思
疎
通
手
段
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
合
理
的
な
配
慮
を
行
う
よ

う
努
め
る
。

◎
条
例
に
つ
い
て

○
基
本
理
念

　

手
話
に
関
す
る
認
識
の
普
及
に

関
す
る
施
策
は
、全
て
の
者
が
自
ら

の
選
択
し
た
手
話
を
含
む
言
語
に

よ
り
意
思
の
疎
通
を
図
る
権
利
を

有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、そ
の
権
利

を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
。

○
市
の
責
務

　

手
話
に
関
す
る
認
識
の
普
及
に

関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
。

○
市
民
の
責
務

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
市
の
施

策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

○
事
業
者
の
責
務

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
市
の
施

策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
従
業
者
に
対
す
る
研
修
そ

の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
る
。

○
条
例
で
定
め
ら
れ
た
事
項

　

・ 

手
話
に
関
す
る
認
識
の
普
及
を

図
る
た
め
の
方
策

　

・ 

手
話
に
よ
る
意
思
の
疎
通
の
た
め

の
知
識
の
習
得
の
機
会
の
提
供

　

・ 

手
話
通
訳
者
の
育
成
や
処
遇
の

改
善

　

・ 

市
民
が
幼
児
期
か
ら
手
話
に
関

心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
学
習
の
振
興
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
32
号
〉

有ゆ
う
が
い害

獣じ
ゅ
う

処
理
加
工
施
設
が
設
置
さ
れ
ま
す

　

農
作
物
、
農
地
等
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
捕
獲
さ
れ
た
動
物
の
食
肉

と
し
て
の
活
用
に
資
す
る
た
め
の
有
害
獣
処
理
加
工
施
設
を
設
置
し
、
そ
の
管
理

運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

〈
議
案
第
33
号
〉

新
し
い
市
立
美
術
館
が
設
置
さ
れ
ま
す

　

現
在
新
た
に
建
設
中
の
新
美
術
館
に
お
け
る
業
務
の
範
囲
と
管
理
運
営
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、「
新
東
広
島
市
立
美
術
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎
主
な
条
例
の
内
容

　
○
新
美
術
館
の
主
な
業
務

　

・ 

美
術
品
等
を
収
集
し
、
保
管
し
、

展
示
し
て
市
民
に
対
し
て
質
の

高
い
美
術
品
等
を
鑑
賞
す
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
。

　

・ 

美
術
に
関
す
る
講
演
会
や
講
座

等
を
開
催
し
、
美
術
に
関
す
る

知
識
の
探
求
や
作
品
の
創
造
な

ど
、
市
民
の
生
き
が
い
や
心
の

豊
か
さ
に
資
す
る
美
術
に
関
す

る
業
務
。

　
○
開
館
時
間

　
　

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　
○
休
館
日

　
　

  

月
曜
日
と
12
月
28
日
か
ら
翌
年

の
1
月
4
日
ま
で

　
○
観
覧
料

　
　
　

一
般　
　

300
円

　
　
　

大
学
生　

200
円

　
　
　

高
校
生
以
下　

無
料

　
　

※
20
人
以
上
の
団
体
利
用

　
　
　

一
般　
　

240
円

　
　
　

大
学
生　

160
円

　
○
位
置

　
　

西
条
栄
町
9
番
1
号

◎
主
な
条
例
の
内
容

　

①
有
害
獣
処
理
加
工
施
設

　
　

  

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
な
ど
の
特
定
動
物
の
解

体
、
処
理
及
び
食
肉
へ
の
加
工

に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

　

②
利
用
に
つ
い
て

　
　

  

市
民
の
方
は
次
の
期
間
に
お
い

て
、捕
獲
し
た
特
定
動
物
を
洗
浄

す
る
た
め
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

○ 

「
狩
猟
期
間
」
…
狩
猟
者
登
録

を
受
け
て
い
る
方
。

　

○ 

「
狩
猟
期
間
以
外
の
期
間
」
…

鳥
獣
の
捕
獲
等
の
許
可
を
受
け

て
い
る
方
。

　

③
利
用
料
金

　
　

  
特
定
動
物
1
頭
に
つ
き
460
円
の

範
囲
内

　

④
位
置

　
　

豊
栄
町
鍛
冶
屋
2
7
3
番
地
4
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Select.6

Select.5
〈
議
案
第
50
号
〉

休
日
診
療
所
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

東
広
島
市
休
日
診
療
所
の
診
療
科
目
、
診
療
日
及
び
診
療
時
間
の
臨
時
の
変
更

に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
55
号
〉

企
業
立
地
促
進
条
例
及
び
産
業
集
積

促
進
条
例
の
一
部
改
正

　

設
備
投
資
を
積
極
的
に
行
う
既
存
の
企
業
に
対
す
る
助
成
措
置
の
内
容
を
改
定

し
ま
し
た
。

◎
主
な
改
正
内
容

　
企
業
誘
致
促
進
条
例

　

① 

工
場
等
の
新
設
又
は
増
設
に
係

る
要
件
に
つ
い
て
、
開
発
行
為

に
係
る
面
積
を
7
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
か
ら
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

へ
緩
和
。

　

② 

工
場
の
投
下
固
定
資
産
総
額
の

下
限
を
5
，
0
0
0
万
円
以
上
か

ら
3
，
0
0
0
万
円
以
上
に
緩
和
。

　

③ 
新
規
雇
用
に
関
す
る
要
件
に
つ

い
て
、
操
業
開
始
日
に
お
け
る

従
業
員
数
を
10
年
間
維
持
す
る

こ
と
が
確
実
に
認
め
ら
れ
る
も

◎
主
な
改
正
内
容

　

市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
に
次
の
2
項
目
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

①
診
療
科
目
の
変
更

　

②
診
療
時
間
の
変
更
や
休
診

○
条
例
改
正
の
経
緯

　

医
師
会
か
ら
、
皇
位
継
承
に
伴

う
10
連
休
に
際
し
、「
自
院
の
患

者
の
フ
ォ
ロ
ー
が
難
し
く
な
る
」

な
ど
の
懸
案
か
ら
、
自
院
で
の
診

療
を
数
日
程
度
考
え
て
い
る
会
員

も
多
く
、
休
日
診
療
所
に
供
給
す

る
医
師
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、

「
在
宅
当
番
で
の
運
用
を
で
き
な

い
か
」
と
打
診
が
あ
っ
た
。
医
療

資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
著
し
い
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
と
判
断
し
て
、
医
師
会

の
意
向
に
沿
う
形
で
条
例
改
正
を

行
っ
た
。

の
と
す
る
。

　

④ 

工
場
等
の
更
新
に
係
る
投
下
固

定
資
産
総
額
の
要
件
を
5
億
円

以
上
か
ら
3
，
0
0
0
万
円
以

上
に
緩
和
。

　

⑤ 

工
場
等
の
更
新
に
伴
う
新
規
常

用
従
業
者
を
、
新
た
に
雇
用
助

成
金
の
対
象
と
す
る
。

　
産
業
集
積
促
進
条
例

　

① 

助
成
金
の
額
を
「「
固
定
資
産

税
相
当
額
に
100
分
の
25
を
乗
じ

て
得
た
額
」
に
引
き
上
げ
。

　

② 

交
付
期
間
を
1
年
か
ら
3
年
に

延
長
。

東広島市休日診療所
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平成31年第１回定例会　議案の審査経過

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議案番号▶ 議
案
第
33
号

議
案
第
35
号

議
案
第
37
号

議
案
第
41
号

議
案
第
44
〜
49
号

議
案
第
51
〜
60
号

議
案
第
62
号

議
案
第
64
号

議
案
第
66
〜
69
号

議
案
第
79
号

議
案
第
84
〜
86
号

議
案
第
97
〜
99
号

会派名 議員名

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

創 志 会

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高 志 会

大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × × × × × ×

守 東 会 山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
31
号（
手
話
言
語
の
認

識
の
普
及
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

賛
成

 

小
川
宏
子
議
員

　

本
条
例
の
制
定
が
、
手
話
へ
の
さ

ら
な
る
理
解
、
普
及
啓
発
に
つ
な

が
っ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
33
号（
新
東
広
島
市
立
美
術
館

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

新
美
術
館
の
観
覧
料
の
改
定
案
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
市
民
に
負
担

増
と
な
る
た
め
反
対
す
る
。

賛
成

 

重
光
秋
治
議
員

　

本
議
案
は
、
本
市
の
文
化
発
展
を

図
る
た
め
の
条
例
制
定
に
よ
る
も
の

で
、
料
金
に
つ
い
て
も
基
本
設
計
、

実
施
設
計
時
に
十
分
な
論
議
が
な
さ

れ
て
い
る
。
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● 

議
案
第
35
号（
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
差
し
止
め
裁
判
が

提
訴
さ
れ
る
な
ど
、
国
民
の
不
安
は

広
が
っ
て
い
る
。
市
は
、
国
に
対
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
廃
止
を
求

め
る
べ
き
。

賛
成

 

高
橋
典
弘
議
員

　

事
務
に
当
た
っ
て
は
、
条
例
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
こ
の
適
用

が
さ
れ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関

し
て
も
、
し
っ
か
り
と
情
報
が
管
理

さ
れ
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
、

何
ら
支
障
は
な
い
。

● 

議
案
第
37
号（
附
属
機
関
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
具
体
的
な
節
約
金

額
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
事
例
に
お

い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
問

題
が
あ
る
中
、
慎
重
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
本

質
と
向
き
合
う
べ
き
と
考
え
反
対
。

賛
成

 

高
橋
典
弘
議
員

　

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
停

滞
す
る
こ
と
な
く
、
住
民
の
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
業
務
を
行
っ
て
い
く

た
め
の
財
源
と
い
う
の
は
、
非
常
に

厳
し
く
な
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
含
め
た

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

● 

議
案
第
41
・
44
〜
49
・
51
・
52
・

54
・
56
〜
60
・
62
・
64
・
66
〜
69

号（
地
方
税
法
及
び
消
費
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対
 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
増
税
に
係
る
使
用
料
を
改

定
す
れ
ば
、
使
用
料
が
実
質
引
き
上

げ
と
な
り
、
市
民
生
活
に
跳
ね
返
り

ニ
ー
ズ
を
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。

● 

議
案
第
44
号
（
地
域
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
）

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

消
費
税
増
税
に
つ
い
て
は
国
が
決

定
さ
れ
る
も
の
で
、
地
方
議
会
は
そ

れ
を
ど
う
に
も
で
き
な
い
。
今
回
の

一
連
の
使
用
料
改
定
案
は
、
施
設
を

管
理
す
る
維
持
経
費
に
お
い
て
も
当

然
に
消
費
税
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め

仕
方
な
く
改
定
す
る
と
い
う
中
身
で

あ
る
。

● 

議
案
第
49
号（
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

賛
成

 

岩
崎
和
仁
議
員

　

東
広
島
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
福
祉
に
と
っ
て
必
要
な
利
用

者
の
ほ
と
ん
ど
の
方
た
ち
が
減
免
を

受
け
て
お
ら
れ
る
。
実
質
使
わ
れ
て

い
る
方
た
ち
の
利
用
に
は
、
反
対
討

論
で
あ
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り

得
な
い
。

● 

議
案
第
51・52・66
〜
69
号（
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正
、津
江
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー・
創
作
村・
市
民
体
育
施
設・
グ
リ
ー

ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー・
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

賛
成

 

重
光
秋
治
議
員

　

本
議
案
は
、
国
の
消
費
税
法
改
定

に
基
づ
い
た
自
動
的
な
事
務
で
、
速

や
か
に
事
務
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
59
号

　
（
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

賛
成

 

加
藤
祥
一
議
員

　

野
球
を
す
る
人
の
た
め
に
、
ま
た
、

一
般
利
用
者
の
た
め
の
多
目
的
広
場

と
し
て
か
な
り
活
用
が
見
込
ま
れ
る

施
設
で
あ
る
。
こ
う
い
う
施
設
に
つ

い
て
は
、
も
っ
と
普
及
し
て
い
き
た

い
と
い
う
観
点
か
ら
賛
成
と
す
る
。

● 

議
案
第
53
号
（
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

国
民
健
康
保
険
税
は
他
の
保
険
と

比
べ
、
負
担
率
が
大
き
く
、
世
帯
割
、

均
等
割
が
低
所
得
者
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
基
金
を
活
用
し
、
世

帯
割
、
均
等
割
を
軽
減
す
べ
き
と
判

断
し
、
反
対
と
す
る
。

賛
成

 

重
光
秋
治
議
員

　

今
回
、
税
率
が
改
正
さ
れ
、
持
続

可
能
な
医
療
保
険
制
度
の
確
立
が
図

ら
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
賛
成

と
す
る
。

※［用語解説］ＰＰＰ（public private partnershi：パブリック・プライベート・パートナーシップ）
　　　　　　　公的部門による社会資本の整備・運営を公共と民間の協力により効率化しようという政策手法。
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● 

議
案
第
55
号（
企
業
立
地
促
進
条
例

及
び
産
業
集
積
促
進
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

平
成
30
年
7
月
の
豪
雨
災
害
の
教

訓
を
東
広
島
市
に
生
か
す
こ
と
が
大

切
で
、
既
存
の
産
業
、
特
に
第
1
次

産
業
を
本
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
守

り
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
先
決
だ
と
判

断
し
て
反
対
す
る
。

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

本
議
案
は
、市
内
既
存
企
業
の
投

資
促
進
の
た
め
、要
件
の
緩
和
を
図

り
、助
成
金
の
増
額
を
す
る
も
の
で

あ
る
。税
収
を
財
源
と
し
て
、教
育
福

祉
そ
の
他
の
仕
事
が
で
き
る
わ
け
で

あ
り
、活
発
な
産
業
の
促
進
を
図
っ

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。特
に
、

今
回
は
中
小
の
と
こ
ろ
の
小
規
模
な

設
備
投
資
も
助
成
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
な
の
で
、賛
成
と
す
る
。

賛
成

 

高
橋
典
弘
議
員

　

本
市
が
進
め
て
い
る
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事
業
、
こ
の
国
の

進
め
る
地
方
創
生
の
有
効
な
施
策
で

あ
る
と
判
断
す
る
。
税
収
入
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
う
い
っ
た
設
備
投
資
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
好
循

環
に
つ
な
が
っ
て
く
る
も
の
と
確
信

す
る
。
反
対
す
る
理
由
に
全
く
理
解

を
い
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
議
案
第
79
号

　
（
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

①
待
機
児
童
対
策
の
た
め
の
、
円

城
寺
保
育
所
の
民
営
化
に
反
対
。
②

一
部
の
進
出
企
業
偏
重
頼
み
か
ら
脱

皮
し
、
持
続
可
能
な
経
済
対
策
を
講

じ
る
べ
き
。
③
廃
棄
物
処
理
対
策
で

は
、
製
造
段
階
か
ら
の
発
生
抑
制
、

分
別
収
集
の
徹
底
、
使
用
料
の
改
定

な
ど
事
業
系
に
こ
そ
求
め
る
べ
き
。

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

当
初
予
算
に
は
、
平
成
30
年
7
月

の
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
の
た

め
の
予
算
や
、
ｆ‒

Ｂ
ｉ
ｚ
方
式
の

創
業
支
援
、
既
存
の
中
小
企
業
の
支

援
策
な
ど
を
含
め
た
重
点
施
策
が
組

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ぜ
ひ
と
も
早

急
に
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

● 

議
案
第
84
号（
平
成
31
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
保
険
税
を
引

き
下
げ
る
た
め
に
、
市
と
し
て
も
基

金
を
取
り
崩
し
対
応
す
べ
き
。

● 

議
案
第
85
号（
平
成
31
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
増
税
で
福
祉
の
増
進
ど
こ

ろ
か
後
退
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減

が
な
く
な
る
事
態
と
な
る
こ
と
に
強

く
反
対
す
る
。

● 

議
案
第
86
号
（
平
成
31
年

度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

300
人
余
へ
の
対
応
が
必
要
な
の
に
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、
建

設
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
冷

た
い
行
政
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

● 

議
案
第
97
・
98
号（
平
成
31
年
度

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計
予
算
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

水
道
広
域
化
よ
り
も
災
害
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
人
員
を
確
保
す
べ
き

で
あ
り
、
反
対
す
る
。

● 

議
案
第
99
号（（
平
成
31
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

中
小
零
細
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
の

導
入
で
、
161
万
業
者
が
廃
業
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
中
、
一
時
的
な
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
よ
り
、

消
費
税
増
税
を
中
止
す
る
こ
と
が
低

所
得
者
対
策
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

加
根
佳
基
議
員

　

こ
れ
は
地
域
に
お
け
る
消
費
の
喚

起
及
び
下
支
え
を
行
い
、
さ
ら
に
は

低
所
得
者
及
び
子
育
て
世
帯
向
け
の

効
果
の
あ
る
事
業
で
あ
り
、
賛
成
す

る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
37
号
（
附
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

東
広
島
市
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者

選
定
委
員
会
は
、
今
後
継
続

し
て
設
置
し
て
お
く
も
の
か
。

　
　
　
　

恒
常
的
な
設
置
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　

廃
止
さ
れ
る
生
涯
学
習
推

進
会
議
の
内
容
は
、
統
合
さ

れ
る
社
会
教
育
会
議
に
お
い
て
し
っ

か
り
と
継
承
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

事
業
を
縮
小
す
る
と
い
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
生
涯
学

習
事
業
は
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
に

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

QＡQＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
17
号
（
財
産
の
取
得
（
川

上
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
用
に
供

す
る
土
地
））

　
　
　
　

取
得
に
当
た
り
、
住
民
へ

の
説
明
会
は
開
催
し
た
の
か
。

　
　
　
　

川
上
小
学
校
区
住
民
自
治

協
議
会
の
役
員
会
に
お
い
て
、

現
在
の
状
況
、
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
説
明
を
し
て
い
る
。
現
在
、
基
本

設
計
を
行
っ
て
お
り
、
基
本
設
計
が

あ
る
程
度
で
き
た
段
階
で
地
元
説
明

会
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

QＡ

市
民
経
済
委
員
会

● 

議
案
第
32
号
（
東
広
島
市
有
害
獣

処
理
加
工
施
設
設
置
及
び
管
理
条

例
の
制
定
）

　
　
　
　

使
用
料
1
頭
460
円
の
根
拠

は
何
か
。

　
　
　
　

高
温
・
高
圧
洗
浄
機
の
使

用
に
係
る
実
費
相
当
額
で
あ

る
。

　
　
　
　

稼
働
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

条
例
制
定
後
、
指
定
管
理

者
の
公
募
、
協
定
の
締
結
等

を
行
い
、
夏
あ
る
い
は
秋
に
は
施
設

稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。

QＡQＡ

建
設
委
員
会

● 

議
案
第
59
号（
東
広
島
市
都
市
公
園

条
例
の
一
部
改
正（
東
広
島
運
動
公

園
に
野
球
練
習
場
を
設
置
等
））

　
　
　
　

野
球
練
習
場
の
規
模
と
イ

メ
ー
ジ
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　
　
　
　

規
模
は
、
面
積
が
約
3
，

4
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

利
用
に
つ
い
て
は
、
隣
接
し
て
い
る

野
球
場
に
あ
わ
せ
て
練
習
で
き
る
よ

う
に
つ
く
っ
て
い
る
が
、
多
目
的
で

も
利
用
で
き
る
。

QＡ

東広島運動公園　野球練習場
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議会運営委員会行政視察
◆視察日：平成30年７月４日～６日
◆視察先：北海道千歳市、北海道旭川市

　千歳市では、議会の課題を短・中・長期の３
分類に振り分け、進捗管理されている「議会改
革推進プランの取り組み」について、旭川市で
は議会運営全般について自己評価、外部評価に
より検証作業を行っている「議会改革の取り組
み」について視察を行いました。

広報広聴委員会行政視察
◆視察日：平成30年10月９日～10日
◆視察先：福岡県大刀洗町、大分県大分市

　大刀洗町では、わかりやすい内容やレイアウ
ト、要点を絞った効率的な紙面構成をされてい
る「議会だよりの編集」について、大分市では、
華やかなレイアウトにより、見て楽しめる紙面
づくりをされている「議会だよりの編集」につ
いて、それぞれ本市の参考とするために視察を
行いました。

広島県市議会議長会
議員研修会（西部ブロック）
◆開催日：平成30年11月５日（月）
◆開催場所：クレイトンベイホテル

　議会運営に役立てていくため、西部ブロッ
ク（広島・呉・大竹・廿日市・江田島・東広島）
の議員を対象に、議員研修会が開催されました。
防災システム研究所所長の山村武彦氏から「こ
れからの防災・危機管理～個人の備えと組織の
対応～」と題し講演いただき、防災についての
見識を深めました。

議員研修
◆開催日：平成30年12月25日（火）
◆開催場所：市役所第１委員会室

　「災害対応について」をテーマとして同志社
大学大学院教授の新川達郎氏をお招きし、研修
会を行いました。平成30年７月の西日本豪雨
があったことを踏まえ、防災・危機管理におけ
る地方議会の役割について再確認し、災害時等
の地方議員のあり方についての具体的留意事項
を学びました。



市
民
の
声

The letter from a citizen

市議会だより　2019.6page.31

耳マーク

行政との距離を感じる
 三

みよし
好　英

ひで
明
あき
（黒瀬町）

西日本豪雨災害
 中

なか
塚
つか
　正
まさ
伸
のぶ
（西条町）

　市民の口から「西条は変わった」との声は

聞くが、「東広島は変わった」とは聞かない。

　テクノ構想に始まる近年の目覚しい発展は

顕著であるが、中心部での公共によるインフ

ラ整備、民間によるホテルやマンションの建

設がやたらと目立つ。

　一方、新市移行後「情報が乏しく行政との距

離感がある。顔が見えない」という声も多く聞く。

　先般の新聞記事に、政府の地方創生を巡る

成果について東広島市は「成果なし。一極集

中の是正は国の根幹を変革するような大きな

動きが必要」と回答したとあった。

　まちづくりには莫大な財政投資が伴う。市

の施策が政府版地方創生と同じ評価をされな

いよう、市長公約とともに、市民と歩むオン

リー東広島の実現を望むものです。

　西日本豪雨災害の復旧は、全市でどのくら

い進んでいるのでしょうか。私の地区でも甚

大な被害が発生しましたが、いまだ手付かず

の状態です。市道長大法面の崩落により依然

通行止めで、救急車、消防車の緊急車両は当

然のことながら通行出来ません。当地には高

齢者、未就学児童が居住し緊急時の対応に疑

問を持たざるを得ません。

　被災された方々は、復旧工事を一日千秋の

思いで待たれていることでしょう。その長期

にわたり担当課から折を見て、復旧時期、工

法等の説明が有れば安心して待てるのではな

いでしょうか。

　職員、関係者の皆様は一日も早い復旧に向

けて鋭意努力されていることと思いますが、

早期の復旧を切にお願いします。

次回定例会のお知らせ

■委員会等のインターネット中継
　常任委員会や全員協議会等の様子が、インターネットライブ中継で視聴できます。市議会ホームページからアクセスできます。
■本会議・委員会の傍聴
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。

http: / /www.ci ty.higashihiroshima.hiroshima. jp/s i te/shi-gikai / 東広島市議会

6月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

本会議
（初日）

9 10 11 12 13 14 15

常任委員会
（議案審査）

常任委員会
（議案審査）

16 17 18 19 20 21 22

本会議（一般質問）

23 24 25 26 27 28 29

30 本会議
（議案審議）

予備日
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号　
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

並
なみ

瀧
たき

寺
じ

（志和町）

近接する並滝寺池
　奈良時代、行基によって開基されたと伝えられる寺院。その後、火災に
見舞われたため、現存する本堂、山門、仁王門などは18～19世紀に再建
されました。なかでも本堂は、唐様を主体とし、意匠的にも優れたものです。

平
成
最
後
の
代
表
質
問
・
一
般
質
問

　

第
一
回
定
例
会
で
は
、
昨
年
の

豪
雨
災
害
に
関
し
て
の
質
問
が
ど

の
会
派
か
ら
も
多
く
あ
り
、
内
容

と
し
て
本
市
の
直
面
し
て
い
る
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
復
旧
復
興
は
勿
論
で

す
が
、
今
後
の
防
災
・
減
災
対
策

の
強
化
や
、
避
難
所
の
整
備
、
さ

ら
に
は
緊
急
情
報
の
発
信
等
に
つ

い
て
も
、
一
刻
も
早
く
整
備
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
‼

　

市
民
の
皆
様
の
命
を
守
る
た
め

議
会
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
議
会
だ
よ
り
を
制
作

す
る
に
当
た
り
関
わ
っ
て
く
れ
た

広
報
委
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

 

加
根　

佳
基


